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おもな内容

○中学生になったら一 一2～3

○小学6年生のいらっしゃる方ヘ…一4

○おしらせ市場…

o食品展示交換会…

○ちびっこギャラリー…

〔2月・日現在人・〕器翻21全92女5・272人計1・0・501人
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●発行人江南町長柴田忠雄
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・
｝
h
7
、
声
《
、
ノ
｝
’

轟纏、

で
／
も
－
～
・
～
気

　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
、
寒
さ
も
よ
う
や
く
薄
ら
い
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
あ
と
一
か
月
も
す
れ
ば
各
学
校
に
フ
レ
ッ
シ

　
　
　
　
　
　
　
ュ
な
新
入
生
が
入
学
し
て
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
近
づ
く
入
学
式
を
前
に
、
子
供
た
ち
は
も
ち
ろ
ん

　
　
　
　
　
　
　
両
親
や
家
族
の
方
も
、
期
待
と
喜
び
の
中
に
ち
ょ
っ

　
　
　
　
　
　
　
ぴ
り
不
安
と
緊
張
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
月
号
で
は
、
中
学
校
入
学
を
目
前
に
し
た
小
学

　
　
　
　
　
　
　
六
年
生
二
十
四
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

一
羅魏鐵

　
野
球
部
に
入
り
、
県
大
会
に
む
け

が
ん
ば
る
ぞ
。

　
　
　
北
小
　
永
倉
　
和
彦

　
中
学
校
の
三
年
間
、

学
校
を
休
ま
な
い
。

　
　
　
南
小
服
部

病
気
や
け
が
で

美
香

　
部
の
お
荷
物
に
な
ら
な
い
よ
う
に
努

力
す
る
。

　
　
　
南
小
大
場
涼
子

　
「
教
え
て
も
ら
う
」
か
ら
自
分
で
学

び
、
勉
強
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
　
　
南
小
岡
部
英
昭

中
学
生
に
な
っ
た
ら
、
調
理
な
ど
女

の
子
ら
し
い
も
の
を
習
い
た
い
。

　
　
　
北
小
坂
田
和
美

　
中
学
生
に
な
っ
て
も
、

失
わ
ず
に
い
た
い
。

　
　
　
南
小
水
野

素
直
な
心
を

隆
弘

）

㌧

　新しく

英
語
を
習
う
か
ら
、
み
ん
な

に
お
く
れ
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
る
。

　
　
　
北
小
　
林
　
　
幸
子

明
る
く
元
気
な
中
学
生
に
な
り
た
い
。

　
　
南
小
水
野
　
　
浩

　
中
学
生
に
な
っ
た
ら
、
南
小
も
い
っ

し
ょ
な
の
で
、
み
ん
な
と
友
達
に
な
り

た
い
。

　
　
　
北
小
建
川
道
子



広報こうなん（3）昭和61年3月1日

　
め
ん
ど
う
く
さ
い
と
い
っ
て
な
ま
け

ず
に
、
な
ん
で
も
が
ん
ば
り
た
い
。

　
　
　
　
南
小
　
富
岡
　
裕
子

勉
強
を
ま
じ
め
に
や
る
。

　
　
　
北
小
松
本
法
判

　
下
級
生
に
は
や
さ
し
く
、
た
よ
っ
た

り
た
よ
ら
れ
た
り
で
き
る
よ
う
な
友
達

を
増
や
す
。

　
　
　
　
南
小
岡
部
ひ
と
み

（

（

初
め
て
の
外
国
語
が
習
え
る
の
で
、

一
生
懸
命
勉
強
し
た
い
。

　
　
　
北
小
坂
田
真
弓

め
げ
ず
に
、

に
な
り
た
い
。

　
　
　
南
小

何
で
も
や
れ
る
中
学
生

好
田
和
己

　
今
の
同
級
生
の
子
と
同
じ
ク
ラ
ス
起

な
り
た
い
。

　
　
　
　
北
小
滝
田
正
徳

　
あ
い
さ
つ
が
き
ち
ん
と
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
。

　
　
　
南
小
益
子
有
紀

　
中
学
生
は
も
う
大
人
と
同
じ
な
の
で
、

だ
れ
が
見
て
も
は
ず
か
し
く
な
い
行
動

を
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
北
小
馬
場
郁
乃

主
要
五
科
目
を
が
ん
ば
る
ぞ

　
　
　
北
小
柴
　
　
利
幸

餌

〆　　＼

　
ク
ラ
ブ
活
動
で
新
し
い
友
達
を
い
っ

ぱ
い
作
り
た
い
。

　
　
　
　
北
小
志
村
幸
一

　
ど
ん
な
時
で
も
ち
ゃ
ん
と
し
た
判
断

の
で
き
る
中
学
生
に
な
り
た
い
。

　
　
　
　
南
小
宅
森
秀
樹

　
地
球
よ
り
大
き
な
友
達
の
輪
を
作
り

た
い
。

　
　
　
　
南
小
小
沢
め
ぐ
み

　
中
学
校
に
入
っ
た
ら
、
思
い
っ
き
り

部
活
動
を
や
っ
て
気
分
ハ
ッ
ラ
ツ
ど
し

た
い
で
す
。

　
　
　
　
南
小
上
杉
保
乃

　
小
学
校
の
時
よ
り
き
ち
ん
と
し
て
、

中
学
生
ら
し
く
し
た
い
な
。

　
　
　
　
北
小
新
井
裕
子

　
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
り
、
一
生
懸
命
に

練
習
を
し
て
、
だ
れ
に
も
め
い
わ
く
を

か
け
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　
　
　
　
北
小
吉
田
明
弘



昭和61年3月1日（4）広報こうなん

お父さん、お母さん、ご家族の皆さんへ

　
文
部
省
の
ま
と
め
た
学
校
保
健

統
計
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
二
十

五
年
間
に
中
学
生
（
十
四
歳
）
の

身
長
は
、
男
子
が
八
・
七
セ
ン
チ
、

女
子
が
五
・
六
セ
ン
チ
伸
び
ま
し

た
。
生
徒
の
体
位
が
向
上
す
る
こ

と
自
体
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
の

で
す
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
目

立
つ
一
つ
の
“
ズ
レ
”
が
気
に
か

か
り
ま
す
。
そ
の
ズ
レ
と
い
う
の

は
、
大
き
な
体
と
幼
い
心
0
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
の
問
題
で
す
。

　
例
え
ば
、
親
は

自
分
よ
り
も
大
き

く
な
っ
た
わ
が
子

を
見
上
げ
て
「
も

う
立
派
な
大
人
だ
」

と
考
え
る
。
一
方
、

子
供
自
身
も
、
ま
わ
り
の
大
人
以

上
に
成
長
し
た
自
分
の
体
を
見
て

「
オ
レ
は
も
う
子
供
じ
ゃ
な
い
」

と
錯
覚
し
て
し
ま
う
。

　
確
か
に
、
最
近
の
中
学
生
は
大

人
の
体
格
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

彼
ら
の
心
理
や
行
動
に
は
、
ま
だ

ま
だ
幼
さ
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
幼
さ
を
ど
う
脱
却
さ
せ
て
い
く

か
が
、
こ
れ
か
略
の
中
学
校
教
育

の
課
題
の
一
つ
と
考
え
ま
す
が
、

学
校
だ
け
の
力
で
は
大
き
な
成
果

は
望
め
ま
せ
ん
。

）
）

家
庭
内
の
役
割
分
担
を
明
確
に

　
そ
こ
で
、
一
つ
ご
家
族
び
皆
さ

ん
に
も
協
力
を
お
願
い
し
た
い
の

で
す
。
幼
さ
を
な
く
し
て
い
く
た

め
に
、
家
庭
内
の
役
割
分
担
を
明

確
に
さ
せ
て
、
こ
の
範
囲
内
の
こ

と
は
お
子
さ
ん
に
責
任
を
も
た
せ

て
や
ら
せ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
例

え
ば
、
自
分
の
持
ち
物
の
管
理
や

部
屋
の
掃
除
ぐ
ら
い
は
キ
チ
ン
と

さ
せ
る
、
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。

大
人
の
体
と
幼
い
心

前
全
日
本
中
学
校
長
会
会
長

　
と
こ
ろ
で
、
親
が
子
供
を
し
つ

け
る
場
合
、
自
分
た
ち
の
子
供
時

代
と
比
べ
て
も
の
を
考
え
が
ち
で

す
。

　
　
「
お
前
ぐ
ら
い
の
年
の
こ
ろ
は
、

井
戸
で
水
を
く
み
、
て
ん
び
ん
棒

で
か
つ
い
で
運
ん
で
い
た
の
に
…
」

　
こ
ん
な
話
を
子
供
に
し
て
も
、

”
時
代
が
違
う
”
の
一
言
で
片
づ
け

ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
親
自
身
が

子
供
の
よ
き
手
本
と
な
る
よ
う
努

め
た
ほ
う
が
効
果
的
だ
と
考
え
る

原
島 の

で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ク
ラ
ブ
活
動
が
お
子
さ
ん
を

　
た
く
ま
し
く
す
る

　
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
ご
家

族
の
皆
さ
ん
に
、
も
う
一
つ
お
願

い
が
あ
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
が
中

学
校
に
入
学
さ
れ
た
ら
、
ぜ
ひ
、

ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
さ
せ
て
ほ
し

い
の
で
す
。

　
兄
弟
姉
妹
の
数
が
少
な
く
な
っ

た
い
ま
、
ク
ラ
ブ
活
動
は
異
な
っ

　
　
　
　
　
　
た
年
齢
の
仲
間

　
　
　
　
　
　
が
ふ
れ
あ
う
数

　
　
　
　
　
　
少
な
い
場
の
一

　
　
　
　
　
　
　
つ
で
す
。
先
輩

　
　
　
　
　
　
や
後
輩
ど
の
集

　
　
信
義

　
　
　
　
　
　
団
生
活
の
中
で

　
　
　
　
　
か
っ
と
う

さ
ま
ざ
ま
な
葛
藤
を
体
験
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
お
子
さ
ん
は
一
段

と
た
く
ま
し
さ
を
増
す
こ
と
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
ル
ー
ル
の
順
守
や

勝
ち
負
け
の
厳
し
さ
を
知
る
こ
と

は
、
将
来
、
社
会
の
荒
波
を
生
き

抜
く
力
に
も
通
じ
る
は
ず
で
す
。

　
進
路
の
決
定
は

　
　
　
　
お
子
さ
ん
自
身
に

　
三
年
間
は
早
い
も
の
で
、
今
年

入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
た
ち
も
、

あ
っ
と
い
う
間
に
高
校
進
学
を
む

又」

）

か
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

際
、
進
路
の
決
定
は
、
ぜ
ひ
と
も

お
子
さ
ん
自
身
に
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
と
い
う
の
は
、
高
等
学
校
の
中

途
退
学
者
の
理
由
を
調
査
し
て
み

る
と
、
親
が
決
め
た
学
校
に
い
や

い
や
通
っ
て
い
た
、
と
い
う
ケ
ー

ス
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
す
。
自

分
の
進
路
は
自
分
で
決
め
る
ん
だ
、

と
い
う
主
体
性
を
中
学
校
入
学
当

初
か
ら
培
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
中
学
校
入
学
を
間

近
に
控
え
る
ご
家
族
の
皆
さ
ん
は
、

大
き
な
期
待
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
半

面
、
不
安
な
気
持
ち
を
捨
て
切
れ

ず
に
い
る
、
と
い
う
の
が
正
直
な

心
境
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
勉
強
に
つ
い
て
い
け
る
だ
ろ
う

か
、
進
学
は
、
い
じ
め
は
、
校
内

暴
力
は
…
…
。
確
か
に
三
年
間
の

中
学
校
生
活
に
は
、
避
け
て
通
れ

な
い
問
題
が
多
々
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
つ
ど
、

学
校
と
家
庭
と
が
連
携
を
取
り
合

っ
て
対
処
し
て
い
け
ば
、
心
配
す

る
に
は
及
び
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
学

校
を
信
頼
し
て
、
元
気
に
お
子
さ

ん
を
送
り
出
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
談
）
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あ
な
た
は
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し

て
い
ま
す
か
。
も
し
未
加
入
で
し
た
ら

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
制
度
は
、
万
一
の
交
通
事
故
に

備
え
、
わ
ず
が
な
会
費
で
お
互
い
が
助

け
合
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
区
長
さ
ん
や
学
校
の
ご
協
力
に
ょ
っ

て
申
込
書
を
配
布
し
、
三
月
十
日
か
ら

申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
ま

れ
る
場
合
、
一
般
会
員
の
方
は
会
費
を

添
え
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
　
（
本
年
三
月
に
中
学
校

ズを
卒
業
す
る
方
は
、
一
般
会
員
に
な
り

ま
す
。
）

　
ま
た
、
中
学
生
以
下
は
、
学
校
で
と

∩
（

　
　
　
　
　
　
　
　
∞
∞
り
ま
と
め
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
加
入
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
方

　
町
内
に
住
ん
で
い
て
、
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
、
あ
る
い
は

外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
方
。

■
会
費

　
一
般
会
員
は
年
額
六
百
円
、
中
学
生

以
下
の
会
員
は
年
額
三
百
円
。

■
共
済
の
有
効
期
間

　
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
一
年
間
。
　
（
途
中
で
も
月
割
会

費
で
加
入
で
き
ま
す
。
）

※
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
転
出
さ
れ
る

　
方
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

　
く
わ
し
く
は
役
場
・
総
務
課
交
通
災

害
係
ま
で

蓋
巳
璽
」
猛
冒
」
畠
響
『
蓋
思
誓
颪
範
冒
書
顧
琴
争
琶
窒
言
暮
冨
幽
羅
冒
貞
登
冨
」
甦
ヨ
」
直
嬰
署
昌
蚤
冨
昌
曇
ヨ
」
邑
且
琶
｛
邑
一
｝
直
雪
冒
置
昌
賢
賢
孟
昼
冒
」
颪
署
f
昌
暑
i
J
邑
琶
置
亘
監
一
豆
歪
甦
号
ぎ
甦
E
罫
昌
琶
7
オ
員
蚕
．
∬
昌
暑
冨

労
働
基
準
監
督
署

が
移
転

　
熊
谷
労
働
基
準
監
督
署
が
次
の
と
お

り
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
移
転
日

　
三
月
十
八
日
（
火
）

■
移
転
先

　
熊
谷
市
大
字
東
別
府
一
五
九
番
地

（
略
図
参
照
）
智
三
三
－
三
六
一
一

仲仙道

】
場

彦
弗

国道17号

■r至熊谷

熊谷労働基準監督署
　　　辛斤　凸＝　舎　訴多　・巨云　先

（駅から約1km）

　　　　　　　z

⊃臼
籠原馬谷

臼

深至

　3月6日休）～3月30日（日）

■ところ
　埼玉会館郷土資料室
※入場無料、問合せは埼玉

行政・心配ごと相談

　
へ

　
館
－

　
会
7

　
玉
4

　
埼
2

室
は
一

料
せ
2
9

資
合
一

土
問
8
8

郷
、
04

館
料
盈

日、午前9時30分～正午

不動産鑑定士による

不動産街頭無料相談会　i

■と　き
　4月2日（胸午前10時～午後4時　i

■ところ　　　　　　　　　　　　i
　熊谷駅改札口前自由通路
■内容　　　　　　　　i　l（！
　不動産鑑定士による不動産の価　i
格、その他の相談、申し込みは当　i

日その場で受け付け　　　　　　i　　ρだ
■間合せ　　　　　　　　i
　（裕日本不動産鑑定協会埼玉県部　i

会費0429－28－0730

　職業訓練講習の
　受講生を募集　　i
　上尾市にある県立成入職業訓練　i
センターでは、次のような技能講i
習会（無料）の受講生を募集して　i
います。　　　　　　　　　　　　ト
　ガズ溶接／アーク溶接／半自動　i
溶接／研削と石／電気工事士／二　i
級建築士／コンピューター／運行　1
前点検／第三種冷凍機械／高圧ケ　i
一ブル　　　　　　　　　　　　　　　　：

　くわしくは、成人職業訓練セン　i

ター　費0487－81－4668

政
き
2
5
ろ
町
教
委
の
間
。
さ
と
談
せ
委

母子健康センター

1育相　談
員会では、毎週火曜日（祝

ぞく）午後1時から3時
、教育相談をお受けして

　
月
こ
南

と
3
と
江

■
　
圏

んの教育上のことでお困
がありましたら、お気軽
ください。

　
3
7
通

　
線

　
内
直
、

　
1
　
8

　
ワ
ロ
　
　

会
5
4

員
1
5

　
一
一

育
は
の
す
子
こ
相
合
育
3
6
36

教
日
で
ま
お
の
こ
問
教
智
費

　
祭
ま
い
　
り
に
■

　
　
　
　
・
場
所

　
　
　
　
　
深
谷
市
立
体
育
館

危
険
物
取
扱
者
試
験

と
試
験
準
備
講
習
会

■
試
験
準
備
講
習
会

・
日
程

　
六
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日

　自　衛　官　募　集
■身　分
　特別職国家公務員
■給与等
　初任給101，400円、賞与年3回
■その他

　希望者は大学2部、定時制高校
等への通学や通信教育を受けるこ
とができる他、希望、適正により
各種資格免許を取得する機会があ
ります。

－問合せ
　熊谷募集事務所　費22－4855

　　さいたまの力士展

■と　き

・
受
講
料

　
四
千
円
、
テ
キ
ス
ト
代
別

　
申
込
書
の
交
付
と
受
付
は
熊
谷
地
区

消
防
本
部
予
防
課
で
行
い
ま
す
。

・
申
込
書
の
受
付
日

　
六
月
十
六
日
、
十
七
日

■
危
険
物
取
扱
者
試
験

・
試
験
日
、
会
場

　
六
月
二
十
九
日
…
…
大
宮
市
・
芝
浦

工
業
大
学

　
七
月
六
日
…
…
熊
谷
市
・
熊
谷
高
等

学
校・

願
書
の
受
付
日
、
場
所
，

　
五
月
十
九
日
、
二
十
日
に
熊
谷
地
区

消
防
本
部
予
防
課
で
受
付

■
問
合
せ

　
熊
谷
地
区
消
防
本
部
予
防
課

　
智
二
二
－
四
四
四
四
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地
元
農
産
物
を
使
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
が
家
の
味
1
食
品
展
示
交
換
会

　
二
月
十
七
日
、
役
場
会
議
室
を
会
場
　
　
た
。
農
家
に
あ
る
新
鮮
で
安
全
な
農
産
　
　
演

に
、
食
品
展
示
交
換
会
が
開
か
れ
ま
し
　
　
物
の
利
用
、
活
用
を
高
め
、
農
村
婦
人
　
　
り
」

ちびっこ

ギャラ

と
し
て
健
康
づ
く
り
を

生
活
、
生
産
の
両
面
か

ら
取
り
組
む
た
め
に
、

農
村
婦
人
健
康
教
室
の

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
地
元
で
で

き
る
農
産
物
を
使
っ
た

料
理
四
十
六
点
が
出
品

さ
れ
、
出
品
者
に
よ
る

説
明
、
試
食
会
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
閉
会
の

後
、
「
日
本
ふ
る

さ
と
塾
」
主
宰
、

萩
原
茂
裕
氏
の
一
一

時
間
に
わ
た
る
講

「
江
南
町
に
お
け
惹
ふ
る
さ
と
づ
く

が
あ
り
ま
し
た
。

味もなかなかのもの

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
露
〕

成
　
沢

　
福
田
　
浩
史
　
長
男
（
和
　
雄
）

　
関
口
　
岳
志
　
長
男
（
昌
　
夫
）

　
関
口
　
薫
　
　
二
女
（
孝
則
）

上
新
田

　
柴
田
　
理
恵
　
長
女
（
勝
　
夫
）

樋
春

　
榎
本
　
里
菜
　
三
女
（
実
　
）

須
加
貝
広

　
野
部
　
良
子
　
長
女
（
享
　
司
）

小
江
川

　
今
井
　
寛
子
　
長
女
（
清
　
）

　
飯
塚
　
麻
衣
　
二
女
（
民
　
雄
）

板
　
井

　
大
島
　
史
菜
　
三
女
（
敬
　
治
）

藍
冨
巻
冒
・
・
昌
婁

冒
f
蚤
冒
～
邑
唇
オ
邑
i
一
≦
一
f
曇
＝
・
4
暑
誓
巻
7
蓋
曇
i
蓋
塁
一
一
蓋
唇
ぎ
唇
誓

ド
■
、
、

、ヤ〆
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国
民
年
金
の
保
険
料
を
支
払
っ
た
方

は
、
自
分
の
分
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の

分
も
含
め
て
保
険
料
の
全
額
が
、
税
金

　
　
　
　
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
か

ら
、
忘
れ
ず
に
控
除
の
手
続

き
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。

　
昭
和
六
十
年
一
月
か
ら
十

二
月
ま
で
の
保
険
料
額
は
、

加
入
者
一
人
に
つ
き
一
月
～

三
月
ま
で
月
額
六
千
二
百
二

十
円
、
四
月
i
十
二
月
ま
で

月
額
六
千
七
百
四
十
円
。
　
一

年
間
で
七
万
九
千
三
百
二
十

円
。
付
加
保
険
料
額
は
い
ま

ま
で
ど
お
り
月
額
四
百
円
、

一
年
間
で
四
千
八
百
円
。




